
エプコリタマブ療法【DLBCL、濾胞性リンパ腫Grade3B】

ID

氏名

年齢

科名 病棟

主治医 指導医

スケジュール

【1コース目】

day1 day8 day15 day22

↓

↓

↓ ↓

【2～3コース目】

day1 day8 day15 day22

↓ ↓ ↓ ↓

【4～9コース目】

day1 day15

↓ ↓

【10コース目以降】

day1

↓

【注意】 ＊ 1コース目の初回の48 mg投与後 48 時間は必ず入院管理とすること。

＊ 1コース目では特に腫瘍崩壊症候群およびサイトカイン放出症候群のリスクが高いため、

　　以下の対応を考慮すること。

　　・ 本剤投与24時間前、および投与後24時間に2～3Lの水分を摂取する。

　　・ 本剤投与24時間前に降圧薬の服用を中断する。

　　・ 本剤投与日は、投与前に等張液500 mLを投与する。

＊ 以下のいずれかに該当する投与遅延があった場合は、サイトカイン放出症候群を軽減する

　　ため、1サイクル目の投与方法に戻して再び投与を開始すること。

　　・ 0.16 mgと0.8 mgの投与間隔が8日を超えた場合

　　・ 0.8 mgと48 mgの投与間隔が14日を超えた場合

　　・ 48 mgの投与間隔が6週間を超えた場合

　　その後は、予定されていた次の投与サイクルの1日目からの投与方法で投与を継続すること。

　疾患名　DLBCL、濾胞性リンパ腫(Grade3B)　

エプコリタマブ療法

　4 週毎　　　コース予定　

0.16 mg/body

HBs抗原（　）、HBs抗体（　）、HBc抗体（　）、HCV抗体（　）

エプキンリ（エプコリタマブ）

0.8 mg/body

48 mg/body

エプキンリ（エプコリタマブ） 48 mg/body

エプキンリ（エプコリタマブ） 48 mg/body

エプキンリ（エプコリタマブ） 48 mg/body
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エプコリタマブ療法【DLBCL、濾胞性リンパ腫Grade3B】

＊ 前回投与後にGrade2またはGrade3のサイトカイン放出症候群が発現した患者に対しては、

　　Grade2以上のサイトカイン放出症候群が発現しなくなるまで本剤投与前と投与後3日目まで

　　プレドニゾロン100mgを投与すること。

＊ 大腿部、腹部等に左右交互に投与するなど同一注射部位を避けること。

通常量より減量する際の理由

（レジメン）

【1 コース目】

day1

① 生食500 mLにて血管確保 維持（20 mL/時間）

② プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

デザレックス 5 mg　1 錠 内服

カロナール 500 mg　2 錠 内服

　☆30分後より

③ 皮下注

day8

① 生食500 mLにて血管確保 維持（20 mL/時間）

② プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

デザレックス 5 mg　1 錠 内服

カロナール 500 mg　2 錠 内服

　☆30分後より

③ 皮下注

エプキンリ 0.16 mg

エプキンリ 0.8 mg
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エプコリタマブ療法【DLBCL、濾胞性リンパ腫Grade3B】

day15, 22

① 生食500 mLにて血管確保 維持（20 mL/時間）

② プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

デザレックス 5 mg　1 錠 内服

カロナール 500 mg　2 錠 内服

　☆30分後より

③ 皮下注

day2～4 , 9～11, 16～18 , 23～25

プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

【2～3 コース目】

day1，8，15，22

① プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

※前回投与後にGrade2～3のサイトカイン放出症候群を認めた場合に使用

　☆30分後より

② 皮下注

day2～4 , 9～11, 16～18 , 23～25

プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

※前回投与後にGrade2～3のサイトカイン放出症候群を認めた場合に使用

エプキンリ 48 mg

エプキンリ 48 mg
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【4～9 コース目】

day1，15

① プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

※前回投与後にGrade2～3のサイトカイン放出症候群を認めた場合に使用

　☆30分後より

② 皮下注

day2～4 , 16～18

プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

※前回投与後にGrade2～3のサイトカイン放出症候群を認めた場合に使用

【10 コース目以降】

day1

① プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

※前回投与後にGrade2～3のサイトカイン放出症候群を認めた場合に使用

　☆30分後より

② 皮下注

day2～4

プレドニゾロン 5 mg  20 錠 内服

※前回投与後にGrade2～3のサイトカイン放出症候群を認めた場合に使用

day1 day8 day15 day22
/ / / /

day1 day8 day15 day22
/ / / /

月　日

2コース

月　日

エプキンリ
開始時刻

↓ ↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓ ↓

確認

確認

エプキンリ 48 mg

1コース

エプキンリ
開始時刻

エプキンリ 48 mg
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エプコリタマブ療法【DLBCL、濾胞性リンパ腫Grade3B】

day1 day8 day15 day22
/ / / /

day1 day15 day1 day15 day1 day15
/ / / / / /

day1 day15 day1 day15 day1 day15
/ / / / / /

【10コース目以降】
　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース

/ / / / / / / /

　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース
/ / / / / / / /

　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース
/ / / / / / / /

　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース
/ / / / / / / /

　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース
/ / / / / / / /

　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース 　コース
/ / / / / / / /

↓ ↓ ↓

確認

確認

月　日
エプキンリ
開始時刻

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓

確認

月　日
エプキンリ
開始時刻

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

確認

月　日
エプキンリ
開始時刻

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

確認

月　日
エプキンリ
開始時刻

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

エプキンリ
開始時刻

↓ ↓ ↓

↓ ↓

確認

↓ ↓ ↓ ↓

月　日

エプキンリ
開始時刻

↓ ↓

↓

確認

5コース

↓ ↓

6コース

↓

7コース 8コース

↓ ↓

↓

確認

9コース

↓

月　日

エプキンリ
開始時刻

↓ ↓

月　日

エプキンリ
開始時刻

↓ ↓

確認

月　日

3コース

月　日

エプキンリ
開始時刻

↓ ↓ ↓ ↓

4コース
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